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要約 

・ COVID-19 に感染した入院中の重症心不全患者 4 人を、1 月 7 日

から 3 月 15 日まで後方視的に調査。 

・ 4 人の患者には、著しい左室拡大と左室駆出率の低下（全員

NYHA Ⅳ）が認められた。 

・ COVID-19 感染中に発熱した患者は認められなかった。また、

COVID-19 診断時は、軽度の咳や倦怠感のみであった。 

・ 胸部 CT で典型的なすりガラス状の変化を認めたのは、4 人中、2

人のみであった。 

・ 4人中 3人の患者のトロポニン I （troponin I: TNI）は上昇した。その

3 人中 2 人の患者の TNI は 20 倍以上上昇した。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 発熱が無い、またはコンピューター断層撮影（computed 

tomography：CT）で異常所見がなくても COVID-19 が陽性となる可

能性がある。 

・ COVID-19に感染した末期心不全患者を担当する際には、心筋障

害を併発するリスクがあるため、心筋障害を示唆する TNI のモニタ

リングが必要である。 


